「未来の医療福祉のあたり前を考える」論文　投稿原稿
執筆規程を必ず確認して下さい。投稿時は説明や記載例等を消してご使用下さい。
表題
副題は，和文は全角ダッシュ，英文はコロンでつなぐ．
＜記載例＞高校生と大学生のソーシャル・サポート―発達的差異の考察―
著者名等
　　　 氏名，所属機関等の名称と住所，電話番号（適宜ＦＡＸ番号も），メールアドレスを記載する．
＜記載例＞川崎太郎
　　 　　　　〒701-0193　倉敷市松島288　川崎医療福祉大学医療福祉学部医療福祉学科
086-462-1111（内線540**），*****@mw.kawasaki-m.ac.jp
要約
　　　400～600字程度で，論文の要約を日本語で記載．原則として1段落の文章とする． 

＜記載例＞本稿は、・・・
本文
　　　① 見出し番号の順は，原則として  1，2，…，　1.1，1.2，…，　1.1.1，1.1.2，…　とする．さらに小さい見出しが必要な場合は，原則として　(1)，(2)，…，　A，B，…，　とする．
　　　② 句点は全角でピリオド（．），読点は全角でコンマ（，）とし，括弧やコロンも全角とする．
③ 数字や%，=，不等号（<，>）等の記号は半角とする．
④ cm等の単位は記号ではなく，英半角文字で打つ．
⑤ 文中の英語等は，略号等の大文字も含め，すべて半角文字にする．
　　　⑥ 注は，最初に出たものから順に，右肩付数字で，…†1)，…†2)のように示す．文章の切れ目につける場合は，コンマ，ピリオドの直前の右肩に記す．そして最後に文献の前に一括して記載する．
　　　⑦ 数式は，できれば日本語「LaTeX」形式で表現する．
　　　⑧ 本文中の文献の記載方法は１つの文献につき１つの番号とし，本文に登場した順に通し番号を肩付き数字で …1)，…2,3)，…4-6) のように示す．同一文献が複数回引用される場合，同じ番号を付す．同一文献の異なる箇所を引用する場合で，それぞれのページ番号を明示したいときは，末尾の「文献」欄（次項3.5.2参照）ではなく，下記の記入例の要領により本文の中で記載する． 
　⑨ 本文中で著者名を記す場合は，原則として姓のみとし，複数の場合には以下の要領に従う．
　　著者が2名：2名を「と」でつなぎ連記．　例）川崎と江草   Kawasaki & Egusa
　　     著者が3名以上：筆頭のみとし他は略記．　例）川崎ら　  Kawasaki et al.
＜記載例＞
1. 緒言
　生活の中で様々な問題に直面したとき，自らの支えとなる関係をもちうるかどうかは，個人が心身の健康を維持していく上で，重要な意味をもつ．ソーシャル・サポート研究は従来からこのことを指摘してきた1-4)．ソーシャル・サポートは，他者から得られる有形・無形の援助2, 3)，社会的ネットワーク†1）の中でやりとりされる資源の一つ3)などのように様々な概念化がなされている．Caplan4)は「・・・」（p.91）と指摘している．・・・Caplan4)はまた「・・・・・・」（p.233）とも述べている。
発達的差異（DC：Developmental change）とは・・・．
2. 方法
2.1　被調査者
　高生生168名（男子84名，女子84名）と大学生162名（男子82名，女子80名）を被調査者とした．高校生は1～3年生で，年齢の平均±標準偏差は16.6±0.8歳・・・．
3. 結果
3.1　記述統計量
　サポートの入手可能性，サポート源の人数，サポート源との関係に対する満足度，精神的不健康の各指標について，平均値と標準偏差を表2に示す．
4. 考察
　本研究では・・・．これはSarason et al.16)や・・・．項目は久田ら23)の・・・． 
謝辞
　本研究は○○○○の助成を受けたものです．
注
†1）社会的ネットワークとは・・・の一つである．
文献
1) ・・・・
2) ・・・・
3) ・・・・
雑誌論文
  著者名：論題名．雑誌名, 巻（号）, 頁－頁, 発行年．
①著者名は全員を列記し，コンマでつなぐ．
②著者名と論題名の間は全角のコロン．
③論題名と発表年の後ろはピリオド，他の区切りはコンマ．
④副題は，日本語の場合は全角ダッシュ，外国語の場合はコロンでつなぐ．
⑤雑誌名は省略せず正式な表記とし，外国語文献の雑誌名はイタリック体．
⑥巻はボールド体．
⑦頁は引用箇所でなく論文の開始頁から最終頁（引用箇所は必要なら本文に記載）．
図書（単著）
  著者名：書名．版, 発行所, 発行地, 発行年．
①著者名は全員を列記し，それぞれコンマでつなぐ．
②著者名と書名の間は全角のコロン．
③書名と発表年の後ろはピリオド，他の区切りはコンマ．
④外国語文献の書名はイタリック体．
⑤副題は，日本語の場合は全角ダッシュ，外国語の場合はコロンでつなぐ．
⑥版表示は当該図書の表示に従い（第二版，改訂新版など），初版の場合は省略可．
⑦引用箇所の頁は文献欄には記載しない（必要に応じて本文中に記載）．
編著書の一部分の場合
　当該部分の著者名：当該部分の題名．編著者名, 書名, 版, 発行所, 発行地, 頁－頁, 発行年．
①著者名，編著者名は全員を列記し，コンマでつなぐ．
②著者名と当該部分の題名の間は全角のコロン．
③当該部分の題名と発表年の後ろはピリオド，他の区切りはコンマ．
④外国語文献の書名（当該部分の題名ではない）はイタリック体．
⑤副題は，日本語の場合は全角ダッシュ，外国語の場合はコロンでつなぐ．
⑥版表示は当該図書の表示に従い（第二版，改訂新版など），初版の場合は省略可．
⑦頁は引用箇所でなく当該部分の開始頁から最終頁（引用箇所は必要なら本文に記載）．
インターネット上の情報
　当該資料の作成者（著者）名：資料題名．サイトURL, 資料公開年.（確認年月日）
①冊子体で刊行されているものがある場合は，刊行されているものを優先する．
②当該資料の作成者名が不明の場合は，サイト全体の作成者名を記載する．
③作成者名と題名の間は全角のコロン．
④当該資料の題名と資料公開年の後ろはピリオド，他の区切りはコンマ．
⑤外国語資料の場合，資料題名はイタリック体．
⑥資料公開年が不明の場合，著作権表記があれば，原則としてその年を記載する．それも不明であれば，当該資料が公開されたと判断し得るもっとも古い年を，角括弧に入れて記載する．
⑦資料公開年とは別に，末尾に「資料をサイト上で確認した年月日」を付記．
＜記載例＞
雑誌論文の場合
*) 尾見康博：子どもたちのソーシャル・サポート・ネットワークに関する横断的研究. 教育心理学研究, 47(1), 40-48, 1999.
*) Sarason IG, Levine HM, Basham RB and Sarason BR：Assessing social support: The Social Support Questionnaire. Journal of Personality and Social Psychology, 44(1), 127-139, 1983.
図書（単著）の場合
*) 高橋惠子：人間関係の心理学―愛情のネットワークの生涯発達―. 東京大学出版会,東京, 2010.
*) Erikson EH：Identity and the life cycle: Selected papers. International Universities Press, New York, 1959.
図書（編著書）の場合
*) 二宮克美：家族関係と青年. 久世敏雄編, 青年心理学―その多様な発達の軌跡―, 放送大学教育振興会, 東京, 60-73, 1996.
*) Rosenberg J：Effects of medications on biological levels of industrial chemicals. In Fiserova-Bergerova V and Ogata M eds, Biological monitoring of exposure to industrial chemicals, ACGIH, Cincinnati, 159-162, 1990.
インターネット上の情報の場合
*) 厚生労働省：平成23年（2011）患者調査の概況. http://www.mhlw.go.jp/toukei/saikin/hw/kanja/11/, 2012.（2015.7.31確認）
*) World Health Organization：Global strategy to reduce harmful use of alcohol. http://www.who.int/substance_abuse/activities/gsrhua/en/, [2015]. （2015.7.31確認)

図1　●●
（図の本体）
表1  ○○
（表の本体）
図表一覧
＜論文に占める図表の総量：4分の5ページ＞
図1　●●　＜大きさ：4分の1ページ＞
図2　●●　＜大きさ：4分の1ページ＞
表1　○○　＜大きさ：4分の1ページ＞
表2　○○　＜大きさ：2分の１ページ＞
注）２行目の“図表の総量”とは、個々の図表が刷り上がり（論文の印刷刊行）時に占めると著者が想定した分量をすべて加算したもの。上記の例では、図１、図２、表１がそれぞれ1/4ページ、表２が1/2ページのため、　（1/4）×3 ＋ 1/2 ＝ 3/4＋2/4＝5/4 （1.25ページ）　となっている。
表2
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